仙台塩釜港高砂コンテナターミナル 視察報告案　260218修正

視察日程：25年7月7日1330～1400:仙台港高砂CT見学、 三陸運輸（株）国際コンテナ事業部　
◎ 仙台塩釜港の港湾管理者：宮城県　
1. 施設概要　
高砂コンテナターミナルは仙台港区に位置し、東北地方を代表する海上物流拠点として機能
· 埠頭面積：約33.3ha
· 岸壁：3バース 水深12〜14m。ガントリークレーン4基。ストラドルキャリア 14台
· トラックゲート：実入り・空コンテナ用に分離設置し、搬出入効率を改善
2. 取扱量と航路（外貿と国際フィーダー）
・ 年間取扱量：約25万〜29万TEU（2019年ピーク、2023年は約23.8万TEU）
うち、約半分が国際フィーダー
・ 主な輸出品：ゴム製品、電気機械
・ 主な輸入品：中国・韓国・タイからの電気機器、蓄電池等
国際コンテナ定期航路（外貿航路）
	航路区分
	運航会社
	寄港地例（主な港）
	運航頻度

	中国航路
	SITC
	上海港、太倉港など
	週1便

	韓国航路
	長錦海運、興亜LINE
	釜山港、仁川港など
	週2便

	中国・韓国航路
	南星海運、高麗海運
	釜山港、天津新港、上海港など
	週3便

	極東ロシア航路
	FESCO
	ウラジオストク港など
	隔週1便


国際フィーダー航路（京浜港経由）
	経由港
	運航会社
	寄港地構成例
	運航頻度

	東京港経由
	近海郵船（株）、鈴与海運（株）
	仙台〜東京〜仙台
	週2便

	横浜港経由
	（株）横浜コンテナライン
	仙台〜横浜〜常陸那珂〜苫小牧〜八戸〜釜石〜仙台
	週1便

	東京・横浜経由
	井本商運（株）
	仙台〜横浜〜苫小牧〜仙台／仙台〜東京〜仙台
	週4便

	東京経由
	鈴与海運（株）
	仙台〜東京〜横浜〜仙台
	週2便



3. 運営体制と課題
ターミナルオペレーター：三陸運輸（株）、NX仙台塩竈港運（株）（以下、「NX仙台塩釜」。）
課題と対応： 
・コンテナ貨物量の減少傾向（19年以降）➡希望 東南アジア航路の誘致、北米航路寄港復活
・トラックドライバー不足と「物流の2024年問題」➡モーダルシフト促進、仙台港活用
・港湾脱炭素化推進計画（LED照明化、CO₂排出量削減）➡ストラドルキャリアをどうするか
・DX推進による利便性向上➡ トラックの予約制を実施している。昼休み時間を除き、10～20分で処理出来ている。
感想と意見　
　① 運営
　・現状：三陸運輸と、NX仙台塩釜がヤードを2分割して運営。ヤード過不足は現場で調整。
人手不足は、三陸運輸仙台港本社から応援。（NPO注NXと作業員相互応援もあり）
　・感想・意見：ヤード作業はＪＶ方式が他港では採用されている。本CT は実質的にはJV。
　② 荷役機械と脱炭素化
　・現状：ストラドルキャリア15台とトップリフタート。コンテナ蔵置は縦型で、ゲート入場後にトラック受け渡しスペース。ストラドルキャリアの脱炭素機器の質問を受けた。
　・感想・意見：脱炭素の水素燃料電池換装型トランステナーは三井Ｅ＆Ｓ製がある。
脱炭素のストラドルキャリアの日本製は無い。ドイツ製、中国製のバッテリー方式がある。
　　　　　　欧州では、水素燃料電池かバッテリーかで両論あり。バッテリーも有力。
　　③ 将来展望 航路、貨物量
　　・北米航路が以前、寄港。その復活を願っている。➡ 感想・意見：実現可能性には疑問あり。
　　・貨物量は、停滞している。増加の可能性をどう評価するか、どう探っていくか、難題である。
　　・東京港、ＮＰＯが出来ること：知識・経験などの情報提供、代替手法の呈示。
　　　特にモーダル・シフト（コンビネーション）は、相手港があってこそ成立すると痛感した。
資料：Ｐｏｒｔｓ of Miyagi 2025 宮城の港湾 portsofmiyagi2025_1.pdf アクセス250824
　　　　仙台塩釜港について｜仙台港コンテナ利用促進協議会 アクセス250824
　　　　明日の仙台塩釜港を考える懇談会について第4回231222開催  別冊【参考資料】
 2 / 2

